
先生各位

　謹啓  時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素は格別のご愛顧を賜り、有難く厚く御礼申し上げます。
  このたび下記の検査項目の受託を中止させていただきたくご案内

申し上げます。
　何卒ご了承賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　また、今後とも宜しくご厚誼の程、お願い申し上げます。 　

謹　白

● 2009年12月2日（水）受付分より

● 検査受託中止項目と代替項目

● 代替項目

備　　考

採血後、速やかに低温
（４℃）で血漿分離してく
ださい。室温遠心はデー
タが高値となるため避け
てください。速やかに分
離できない場合は、氷水
中に保存し、１時間以内
に血漿分離してください。
測定対象はトータルPAI-
1(tPA・PAI-1複合体およ
び活性型、潜在型PAI-1)
です。

検査方法
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　　代替項目はありません

項目
ｺｰﾄﾞ

案内書
掲載頁

4679 未掲載 　トータルＰＡＩ-1

検　査　項　目

血漿
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容器

1138 40 　遊離カルバマゼピン  検査試薬製造中止の為

No.09-29

中止日

項目
ｺｰﾄﾞ

検査受託中止のお知らせ

2009年11月

案内書
掲載頁

中　止　項　目

2276 17

中　止　理　由 代　替　項　目

　tPA･PAI-1複合体  受託数僅少の為 　　トータルＰＡＩ-1（下記参照）

記


